
握力 上体起こし 長座体前屈 反復横跳び ２０ｍシャトルラン ５０ｍ走 立ち幅跳び ソフトボール投げ 体力合計点

全国 50.0 50.0 50.0 50.0 50.0 50.0 50.0 50.0 50.0
北海道 52.2 49.9 50.4 51.4 49.7 47.6 50.5 50.9 50.3
学校 53.9 50.9 54.6 52.4 51.6 53.3 53.3 49.7 53.1

握力 上体起こし 長座体前屈 反復横跳び ２０ｍシャトルラン ５０ｍ走 立ち幅跳び ソフトボール投げ 体力合計点

全国 50.0 50.0 50.0 50.0 50.0 50.0 50.0 50.0 50.0
北海道 52.0 49.8 50.3 51.6 49.8 47.8 50.5 51.5 50.4
学校 49.5 49.3 51.8 49.6 47.5 48.9 49.4 49.2 50.5

３０°

末広っ子の体力
～Ｒ６年度５年生 全国体力・運動能力テストの結果から～

女子 種目別Ｔスコアの比較

握力計の針が

外側を向くよう

に持ち、人差し

指の第２関節が、

ほぼ直角になる

ようにする。

計るときは、

体に触れたり振

り回したりしな

いようにする。

仰向けになり、ひざが９０°

になるように曲げる。仰向けの

状態から、ひざにひじがふれる

まで上体を起こす動きをできる

だけ早く30秒間繰り返す。

両足を箱の間に入れ、

背中とお尻を壁にぴっ

たりとつけ、肩幅の広

さで箱を触る。手を離

さず・ひざを曲げずに

ゆっくりと箱全体を前

に滑らせていき、移動

した距離を計測する。

１００ｃｍ間隔の３本線の真ん中

に立ち、２０秒間サイドステップで

ラインを踏むか踏み越した回数を数

える。右・中央・左、それぞれのラ

インを通過するごとに1点を加える。

２０ｍ間隔のラインの間をＣＤの音声に

合わせて走り、何回線までたどり着けたか

を数える。設定された速度を維持できなく

なった時、または２回続けて線に触れるこ

とができなかったときに終了となる。

ソフトボール１号の球

を円の中からはみ出さず、

２本の線の間に落ちるよ

うに投げ、とんだ距離を

計測する。

両足を軽く開いて、つま先が

踏み切り線の前端にそろうよう

に立ち、両足で同時に踏み切っ

て前方へ跳び、踏み切り線の両

足の中央から近い方のかかとま

スタンディングス

タートで５０ｍの直

線距離を何秒で走っ

たかを計測する。
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「Ｔスコア」とは

全国平均を50

とした偏差値

です。

新体力テストが測定する運動特性

昨年度の５年生が１学期に実施した体力テストの結果です。

特にスコアが高かった種目は、長座体前屈です。男子54.6

ポイント、女子51.8ポイントと、男女ともに全国を上回って

います。

男子では、多くの項目が全国平均を上回っています。握力

で53.9ポイント、５０ｍ走と立ち幅とびで53.3ポイント、

反復横跳びで52.4ポイント、２０ｍシャトルランで51.6ポ

イント、上体起こしで50.9ポイントでした。女子では、長座

体前屈で全国を上回ったものの、それ以外ではどの項目も全

国を下回ってしまいました。

全国を下回ったのは、男女ともにソフトボール投げです。

また、女子は握力、上体起こし、反復横跳び、５０ｍ走、２

０ｍシャトルラン、立ち幅跳びの項目も下回っています。男

女ともに投力の低下が見られ、女子では特に、筋持久力・柔

軟性・走力・跳躍力の低下が見られ、全体的に体力が低下し

ていることが分かります。

児童の質問紙調査の結果を見ると、「体育の授業は楽しい

か」の質問に対し、「楽しい」「やや楽しい」と答えた人が

男女ともに９割を越えていますが、「体育の授業に進んで学

習に参加しているか」の質問では、「いつも」「だいたい」

と答えた人が、男子が９割を越えていますが、女子は８割で

した。また、テレビやDVD、ゲーム機、スマートフォン、パ

ソコンを見ている時間は長くなっている傾向にあります。全

国平均と比較しても、１日の視聴時間が長い子が多く、運動

時間や睡眠時間を増やすなど、生活習慣に改善の必要がある

ことがわかります。

このことから、学校では、休み時間の鬼ごっこやボール遊

び、縄跳び、竹馬など、多様な活動の中で日常的に体を動か

す習慣をつけられるようにしたり、体育の授業の中で持久走

や縄跳び、多様な動きなど、体つくり運動や体力を高める運

動を計画的に取り入れたりするなどして、楽しみながら体力

を高めていけるよう取り組んでいきます。

また、ご家庭では、「早寝早起き朝ご飯」や、ゲームやス

マートフォンの時間を減らすなど、生活習慣を今一度ご確認

いただき、元気に外で遊ぶなど体を動かす機会を増やすよう

ご協力いただきたいと思います。

今後も、末広っ子自身や各ご家庭のみなさんと一緒に、

『健康で元気に毎日を過ごせる』よう、体力づくりに取り組

んでいきます。


